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所属（ 高齢者支援課地域包括支援センター ）担当者（ 豊福 ）内線（ 180 ） 

タイトル 

宗像高校で認知症カフェ（通称：オレンジカフェ）を開催します 

概要（発表内容を簡単に記入してください） 

国の認知症対策等総合支援事業では、市町村において、認知症地域支援推進員※１を中心

に地域の実情に応じて、地域における認知症の人とその家族への支援体制を構築するため

の事業を行います。宗像市では、その一部として「認知症サポーター※3の養成」や市民活

動団体と協力して「認知症カフェ※２」の開催を社会福祉法人宗像市社会福祉協議会に委託

して実施しています。 

この度、県立宗像高等学校（以下「宗像高校」に略。）の生徒が、授業（福祉教育）の

一環として認知症サポーター養成講座※4で学んだことを活かす実践の場として認知症カフ

ェ（宗像市での通称：「オレンジカフェ」）を、認知症サポーターである生徒と先生が主

体となって、企画から運営まで担い、開催します。次世代を担う高校生が、地域社会の一

員としての自覚や思いやりの心を育み、豊かな人間関係を築く力を身につけることを趣旨

としています。 

なお、この「オレンジカフェ」という通称名は、認知症サポーター養成講座を受講した

宗像高校及び東海大学付属福岡高校の生徒から募って決定したものです。 

（※1～4は別紙の補足資料をご覧ください） 

内容（発表内容のポイントを記入してください。別紙資料でも可能） 

認知症の人、地域住民の居場所「オレンジカフェ in宗像高校」 

●日時 平成 31年 3月 20日（水） 14：00～16：00 

●場所 宗像高校 調理室 

●内容 宗像高校在校生によるカフェ。保健師などの専門職による相談コーナーあり 

●料金 ひとり 100円 

●上履きが必要 

●対象 どなたでも OK 

●定員 なし 

●申込締切日  なし 

●申込方法   申込不要 

●問い合わせ先 （福）宗像市社会福祉協議会 ☎ 37-1300 

 

≪参考≫オレンジカフェの名称について 

 平成 29年度「認知症サポーター養成講座」を受講した県立宗像高校２年生と東海大学付

属福岡高校１年生を対象に、認知症カフェの名称を募集したところ、約 300 案が集まりま

した。その結果、「温かみがある」「認知症のテーマカラーである」「覚えやすい」という理

由で、どなたでも馴染んでもらえる「オレンジカフェ」を採用し、宗像市の通称名として

チラシやのぼり旗等に使用しています。 

 

本件に関する報道関係者の方のお問い合わせ先（所属、担当者名、℡） 

（宗像市の認知症施策について） 

宗像市高齢者支援課地域包括支援センター 豊福真由美 ℡0940-36-1285 

（認知症サポーターの養成及びオレンジカフェについて） 

（福）宗像市社会福祉協議会 後藤真保 ℡0940-37-4100（ボランティアセンター） 

 


